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政治思想学舎会報の発刊にあたって  

代表理事 有賀 弘   

政治思想学会けap急n朗モConferen亡e f8r the S血dy8f Pol王ti亀＝加画壇  

は、昨年5月2呂日に東京都立大学で開催きれた捨金において正式に発足しま  

したが、今回ここに会報の箔1号を発行すふ運びとなりました。この際でナの  

で、以下に学費の正式発足にいたるまでの橙過をふりかえって、与えられた責  

めをふさぎたいと思います。  

すでに多くの方々がご存じのように、政治思想学会の前身をなしたの・は政治思  

想研究会です。近年、日本政治学会が次第に巨大化して研究会の在り方にも変  

すとがみられるようになったこともあって、在京を中心とした政治思想の研究者  

の間には、かなり以前から、大学ごとの捧をこえた、いわば邑n亡er－t血vers壬吋  

の研究会を開きたいとの意向が領くなってV－ました。そして、19昔苗年耽の  

Po印正教捏を囲む研究会を贋として、関西¢研究者にも呼びかけて、政治思想  

研究会世斎入会が結成され、具体的な研究会の持ち方の他に、世帯人会の方針  

として、若手の研究者に報告と交流の横合奇提供すること、外国の研究者との  

交流を積極的に進めることなどが決定きれました。この決定にもとづき、第一  

回の政治思想研究会は19B9年5月に改葬原保信氏盾担当世話人として早稲田大  

学で開催きれ、これを出発点として、その後1993年の立命館大学まで5回の研  

究会を重ね、多くの参加者に支えられて、それなりの成果を収めることができ  

たと思われます。   

ところで∴研究会を重ね、参加者の範囲も拡大するにつれて、政治思想学会を  
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設立することが望ましいと竹意見が次第に有力になってきました。その背景痘  

はいくつかの間露点が考えられますが、いちばん大きかったのは、250人近  

い参加者を敢えて運営のための恒常貯な組織が必要になったことだといえま  

L しょう。そこで世蕾人告としては、1993年5月の第五回の研究会に際して、政  
治思想研究会を基礎にした政治思想学会の設立、およぴ「政治思想草堂仮規  

約」の制定の2点について故実し、研究会参加者の丁承をえました。さらに、  

これにもと■ゴき同年10月3日に世話人舎を開催L、世君人全員の参加によっ  

て仮に「学舎」を発足させ、世話人会は政治思想学舎の暫定理事会に移行する  

ことを決めました。そLて、研究会参加者を中心と」た方々に「学舎」への入  

会手続きをお願いした上で、市立大学で「仮規約」にもとづいた縁台を開催  

し、「仮規約」を改正して「政治思想学会規約」を制定することによって、学  

会は正式に発足したわけです。移行手続きは少Lく錯綜したものになりました  

が、このことによって、ヰ肝究舎は基本的な性格を変えないままで学舎に衣替え  

できたのではないかと考えてい王す。  

点り違って考えてみますと、最初に学会ではなく研究会の発足が計画き九たの  

は、債環な仕事を避けたVlとの気持ちもあるにはありましたが、なによりもま  

ず、政治思想の研究者の嵐耗を内に向かっても外に向かっても開か九たものに  

しておきたいとの考え方が、世話人たちの共通了解としてあったことによるも  

のと思わ丸ます。若手研究者の重視、国際交流の活発化などの基本方針は、こ  

のような考え方の直接的な反映といえるでしょう。内外の関連学会との交流を  

活発にすることは、政治思想学会の当然の責務といえるでしょうが、研究会の  

発足当初からとりわけ関係が深かったのは、日本政治学会とアメリゴ‖こ本拠を  

置V、ているConfereJl亡e for the Stlldy of PoliticalThought忙SPT）です。研  

究会および学会への参加よぴかけは政治学会の金屑名簿を基層に行なわれまし  

たが、今後の方針としては、まず、両学会で個別に聞かれる研究会を有償餌に  

関連させていくことを検訂したいと考えています。また亡SPTとの間では、こ九  

まで細々と荒けてきた人的交流をできるだけ活発にする方策を採る所存です。  

いずれにしろ、「老兵」たちは「立ち去る」前に、政治思想の研究環境の整備  

のためにできるかぎりの努力は払いたいと考えてい王すので、よろしくお願い  

いたします。  

最後になってしまいましたが、本学舎の藤原倶信埋草（早稲田大学教授）が去  

る缶月5日に逝去きれ蓋した。藤原さんは、第一回研究会の担当世話人を吉れ  

たことからも明かなように、政治思想研究会、そして政治思想学会の組織化と  

活動に、当初からなみなみならぬ熱意を示され、また惜しみない努力を払われ  

てきました。このような暴虎きんの政治思想学会への多大の貢献に対して、心  

からの感謝と哀悼の意を表明させていただきます。  
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上記大会が去る8月22－26日オーストリアのダラーツ市カール・フラン  

ツエンス大学で開催き九た。この学舎は文学、菅学、政治学、経済学、歴史学等  

を横断する多分野龍合学会であり、その実質は司会者団から撞起される多様な  

ワークショップである。   

me血rop亡ⅦLe田町汀叩ard恥甘Paradignsを籍含テーマとした帯4回大会  

の第＝部門（経済、政治、法律）ワークショップから主として政治思想に関係  

するものを拾うとC王vilSocietTandEIJrOpeanPoliti亡alTheory忙hair：  
Sヒeven M．鮎山亡，馳iversi吋Of触f肝d），Co舶eⅣ且t王ve P81王七重c且1nought；  

Pa如andPr開ent亡ma王r：東京都立大学，半澤草麿），Othemesヨ，Ide皿tity a慮  

Pol丘tics（Ch且ir：Vilhoぬrle，EelsinkiUniversitγ）．On the Concept of  

陶tion．Ihtion乱Iitγ乱ndIdezltitT主nEurope fro皿thelBth t泊the ZOth  

Cenhries 忙bair：朗ith恥eran血er．馳r卜Fra耶e耶University），me  

Polit王ealLega亡yOf SocialisE4（Chair：DaYidLoYe11，hjversityofⅣ甜  

S皿th冊且Ies）等があった。ただLワークショップは分野別ではなく個々のテー  

マ別に設けら九ているので、上記且外のところに政治思想関係の報告が混在す・  

ることもその道もある。それぞ九の報告者は数名から十数名であった。次回大  

会はMe加ryand耶5t肝y：血r8pモan工dentity at the胴‖eniⅧの親告テーマで  

1996年8月オランダのユトレヒト市で開催の予定。ワークショプアのテー  

マと司会者名および連絡先は、耶stD町Of Eur叩e且mId組S語のg5年夏頃刊行  

さ九る号町折込みに発表芋れ、そ九に従って報告希望者は担当司会者宛に申し  

込心ことになる。なぉ詳細は市立大学法学部半澤までお尋ね下きい。  

雲＿1993生－CSPT‾イニ‾ル大学‾に奉加して■  
干葉 眞   

一昨年の4月16日から18日まで、ニューへイヴンのイエール大学で聞か  

れた政括理篇のCSPTに出席してきました。私にとっでは新しいことばかり  

で、本や語文を通じて名前と考え方を知っている研究者たちと直接会って蕃L  

をしたり、また埠上にその聾を見たりで、興曹を覚えた3日間でLた¢コンプエ  
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レンスの出席者は常時130－ヰ0名位であったかと思いますが、テーマは、  

“Demo？r3叩andDifference：Chngin富加un血ries of thePoliti亡al川という  

ものでした。  
▼  今回のコンプエレンスの大きなイヴェントは＝つありました。第一は最初の  

訃の冒頭を飾る「デモクラシー町現在」というパネルで招待きれたぬberms、  

アメリカの代表的な政治理論家Shel血n乱 恥Iin、今日のフェミニズム政治理  

論の代表格の一人Janeぬnsbrjdgeが講演者として、またJoshua Cohenと  

T．A．此C且r七山yという中堅どころの著名な研究者がコメンテーターとLて畳垣L  

ました。   

鮎bernasの英語は聴き取りにくかったのですが、デモタラシーを支えるため  

の各駅助手読きと制度的枠観みの合理性の問題を取り上げ、デモクラシーを成  

立きせる公的領域の制度的条件に力点を置くハーバーマスらLい講済でした。  

M且mSbrid酢は、差異と権力の関係の問題を直茸とり上げ、強制力の行使が不可  
避的に付随することに変わりのないデモグラシーの権力行使の曖昧性を、こ九  

までのデモクラシー詰がなしてきた且上に、凝視Lていく必要を唱えまLた。  

恥】inは、現代政治にj副ナるデモグラシーの「一時しのぎ」抽岬王ti叩）でし  

かない蹄墳を理昔づけながら、現代アメリカの国家と政治と立憲主義の枠組み  

が本来のデモグラシーを構造的に排除していく点を具体的に裔じました。興味  

凍かったのは、同様のラディカル・デモグラシ一昔を追求Lているように見え  

る馳ber脱Sと恥l王mの立場の明白な相違が、フロアーで聴いているとはっき  

りと浮かび上がってきたことです。馳bem且Sのデモクラシーの制度的枠組みへ  
の関心と恥Iinのデモグラシーの槽神性ないし実存へのコミットメントとの  

間に両者のコントラストがよく出ているように思いました。   

第二の圧巻は、こ九も初日の「デモタラシーと哲学」というテーマのパネル  

で、これまた辞々たる理論家たち、Ri亡hard Rorty，鮎nja皿in Barber，Richard  

鮎m写七ein．血y伽t皿am，Robert馳血によって、はたLてデモグラシーは哲  

学紆基礎を必要とするのかということが講静さ九ました。印象深かったのは、  

彼ちの立場の相違を堪えて、ポストモダニズムの議論の衝撃がことのほか大き  

いということでした。   

結論的には「デモグラシーは■‘且philo餌p血i亡al抽出if主亡批ion■■は必要と  

するが、必ずしも 川且pbiI関口phi⊂alfoun血tiロnけを必要とLない」という  

血y Gut皿且mの言葉が、パネル全体の方向性を表わすものでした。こうした今  

日のアメリカの代表的政治理論家たちにおけるデモグラシーの菅学的基礎の探  

求の断念とでもいえる軍曹を、どのように評価LたらよいでLようか。   

コンプエレンス全体に関して棲めて印象詫かったのは、こ九らの政治理論家  

たちが相互に相互の・仕事を注意毘く読みあっているということでした。そして  

自由にあまり気負うことなく議静し論争する習慣にはVlつもながら感心させら  

九ました。外国人の参加者という視点から印象淀く感じたことは、CSPTに  
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は、カナダはもちろんのこと、イギリス、フランス、ドイツと西洋語周かちの  

スピーカーが何人か招かれていて帯撞的に奉加していたことです。例えばイギ  

リスのAmePbitlipsヤフランスのm胤両五l仙川ffeは、刺激的なべ－パー  
を読‰でおりました。今回、日本からのペーパーを読む参加者が皆無だったこ  

とは残念です。一つは音譜の障壁の問題が量るわけですが、英語でもっともっ  

と発表していくことの必要性を痛感した次第です。  

藤原保居合眉を悼む  

飯島 昇蔵   

藤原保倍氏〔早稲田大草政治経済学部鼓捏〕は1994年6月5日敗血症の  
たぬ永眠された。   

生前、氏は、政治思想学会の前身、政治思想研究会の創設時かちの世若人の  

一人として尽力きれた。享年5別記。慎んで某悼の意を表します。   

nH∴グリーンや已パーカーらのイギリス理想主義の研究から出費き九た氏は  

学位静文r近代政治哲学の形成－ホップズの政治哲学一j（早稲田大学出版部  

ユ974年）にぉいて、ホップズ哲学のなかに、近代市民社会骨基礎づける諸  

原理〔近代的思惟と価値観および政治哲学）の成立を読み取りつつ、そこに潜  

む問題点を深く感じ取られた。そして、近代政治社会の展開と矛盾を洞察Lそ  

れを克服しようとLたヘーゲルを、ご自身の次なる学問的対象と与れ、その研  

究はrヘーゲル政治菅学講義一人倫の再興一j（卸茶ノ水書房1982年）と  

して結実Lた。近年は「歴史における現代」というテーマを研究関心と苫九、  

環：境倫理学から、リベラルとコミュニダリアンの論争に至るまで、幅広い対象  

について哲学的に考案Lておられた。その成果の一端、r自由主義の再検討』  

（岩波新書1993年）が最後の著作となった。   

また仁教育者とLて氏仕、特に若い研究者の育成に情熱を注がれた。多くの  
編著は彼らに発表町境を提供すべく若きれた。苦らに、彼らの相互研環の場と  

しての研究会ヤ学舎を意欲的に組織された。本草告の設立への参画もまた、そ  
のような氏の意志の現われであろう。   

若くして多くの研究書を公にしていたとはいえ、ご自身の政治哲学の体系的  

構築の途上にあった突然の死は、単に政治思想学会のみならず甘木の社会科学  

一般にとっでの大きな損失であるにちがt、ない。  
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芯芯蒜蒜蒜蒜政億．乱想学会理事名辞発廟  

（1994年5月28日政治思想学会寮1回線会において寮認）  

有賀弘（代表理事）、鹿島昇蔵（監事）、飯田泰≡、小笠原弘親、小野紀明、  

小山勉、加藤節（事務局長）、佐々木鹿、佐々木武、佐藤慎一、鷲見誠一、  

開口正司、田中治男、干葉某、中谷猛、半澤華麿、平石直昭、†藩庶保倍、  

松本札ニ、宮村治腫、寺岡知哉（監事）、渡辺轄［50昔噸］  

政治思想学会1994年度会計中間報告  

（19g4年9月9日現在）  

収Å  金額（円）  支出  

前年度繰越金♯  402，569  通信費  

会費＊串  635，000  印刷費  

利子  935  滑耗晶費  

讃■金  

金額（円）   

．749   

．丁54   

．475  

1郎，500  

計  103乳504  計  344，4柑  

収入一重出＝甜4．026円  

＊前年度綾培金とは、昨年小笠原弘親氏（政治思想研究会世話人）より送金き  

九た280，009円と佐々木鼓氏（同世落人）の振替口座残高122，560円との合計金  

蘭。  
＊♯会費とは、1994年8月17日までに納入通知のあった1994年圧政治思想学会会  

費の合計金萌亡274名中226名）。   

なお、本報告は1994年10月2日理事会にぉいて確認された。  

班会帥異動 露  
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